
NEC x さくらインターネット
データ流通実証実験

終了報告書

2022/03/22

(C) Copyright 1996-2022 SAKURA Internet Inc

さくらインターネット研究所 上級研究員

菊地 俊介
さくらインターネット株式会社



NEC x さくら データ流通実証実験について

さくらインターネット研究所では、NECと共同で、FIWARE基盤を使⽤したデータ
流通に関する実証実験を実施した。

• 実証実験の⽬的
• データ流通のニーズの発⾒
• データ流通における技術課題の抽出
• データ流通プラットフォームの環境構築知⾒、運営ノウハウの取得

• 実施時期
• 2018年3⽉〜2022年2⽉（4年間）

本報告書は、実証実験終了に伴い、実績・得られた知⾒等を報告するものである。
（なお執筆はさくらインターネット菊地によりますが、NECの当実証実験担当者（複数）から多⼤なご協⼒を得ました。
深く感謝します。）

• データ流通とは
• 個⼈・団体・企業等が保有するセンサーや機器、システムやアプリケーションなどあらゆるものが⽣成する「データ」
を、それ⾃⾝に価値のあるものとして捉え、オーナーが⾃分⾃⾝で利⽤するだけではなく、他者に提供（公開）しある
いは他者のデータを利⽤することで、役に⽴つ新たな価値を⽣成していくこと。またそれを実現するための場（環境）
であり、それを可能にするための⽅法。

• FIWAREとは
• データ流通・スマートシティのシステムを実装するための基盤ソフトウェア群。OSSとして公開されている。

• https://github.com/FIWARE/catalogue
• https://www.fiware.org/developers/catalogue/ 2
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本資料の構成

1. データ流通実証実験の概要
• 開始時資料より
• データ流通および実証実験の狙い

2. 実施実績
• 2.1 構築・作成したもの（基盤システム）
• 2.2 構築・作成したもの（データ活⽤（可視化）事例）
• 2.3 構築・作成したもの（実証実験規約）
• 2.4 構築・作成したもの（登録データ）
• 2.5 年度別実績

3. 得られた知⾒等
• 3.1 データエコノミーの現状
• 3.2 データ流通実現に際しての障壁
• 3.3 データ流通のトレンド
• 3.4 データ公開とそのシステム構築のためのノウハウの蓄積

4. まとめ
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1. 実証実験の概要
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1. 実証実験の概要

⽬的（⼤⽬標）
• （スマートシティ・スマートビル向けの）データ流通システムを構築し、

データを利⽤するステークホルダーのニーズ・課題抽出、環境構築・運⽤ノ
ウハウ等を蓄積すること。

期間
• 2018年3⽉から〜（１年間（予定））

担当
• NEC : データ流通基盤（FIWARE)システム提供
• さくら︓基盤動作インフラ（さくらのクラウド）提供、イベントプロモー

ション（勧誘）
内容

• NEC・さくらは、FIWAREによるデータ流通基盤を構築し、広く⼀般から募
集した実証実験参加者に、無償提供する。

• 実証実験参加者は、⾃⾝のデータを提供し、あるいは基盤に提供されたデー
タを利⽤する。⾃由にアプリ・サービスを作成・公開して良い。基盤利⽤に
あたってはFIWAREのやり⽅(API)に従わなければならない。技術情報は無
償で提供される。

• 「実証実験で得られた知⾒」を参加者より提出してもらい、取りまとめの上、
公開。
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1. 実証実験の４つの狙い

なぜデータ流通の実証実験をやるのか

• 狙い１︓データ流通のニーズを抽出したい
• 狙い２︓プログラマブルなビル・プログラマブルな街をつくりたい
• 狙い３︓データをGAFAの⼿から取り戻したい
• 狙い４︓データ流通実現に向けた課題・ノウハウを得たい
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実証実験開始時資料



1. 実証実験開始時のプレスリリース

• https://www.sakura.ad.jp/information/pre
ssreleases/2017/12/05/90200/
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• https://jpn.nec.com/press/201712/20171
205_02.html

https://www.sakura.ad.jp/information/pressreleases/2017/12/05/90200/
https://jpn.nec.com/press/201712/20171205_02.html


2. 実施実績
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2. 実施実績

実証実験で構築、作成したものを列挙・紹介する。
また、各実施年度での実績を簡単に紹介する。

• 2.1 基盤システム
• 2.2 データ活⽤（可視化）事例
• 2.3 実証実験規約
• 2.4 登録データ
• 2.5 年度別実績

（実施内容を受けての考察は3.節にまとめている。）
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2.1.1 基盤システム

FIWAREを⽤いたデータ流通の基盤システムを構築した。
• Context Broker（データ保持・交換サーバ）

• Orion Context Broker
• データ蓄積ストレージ

• STH Comet, Mongo DB, Cygnus
• データ公開・取引サブシステム

• CKAN, MarketPlace
• データ可視化サブシステム

• Wirecloud, Node-RED
• IoTデータ変換サブシステム

• IoTagent-ul

• その他、ドキュメントサーバ、情報公開⽤ホームページな
ども構築した。
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2.1.2 基盤システム - データ公開・取引サブシステム
データを公開し(CKAN) ・取引する(marketplace)ためのシステム
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https://ckan.fiware-testbed.jp/https://bae.fiware-testbed.jp/#/offering



2.1.3 基盤システム - データ可視化サブシステム
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https://wirecloud.fiware-testbed.jp/

Wirecloudは、機能部品を組み合わせてデータを整理し可視化できる
• この例↓では、データ取得部品、条件判断部品、表⽰部品の組み合わせ



2.1.4 ドキュメントサイト

• 実証実験のドキュメントサイト
• https://documents.fiware-testbed.jp/
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2.1.5 ホームページ

https://www.fiware-testbed.jp/
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実証実験開始時
（2018年〜）

ホームページ
リニューアル
（2021年3⽉〜）

フォーラム（掲⽰板）機能を統合



2.2 データ活⽤（可視化）事例

15多数の事例あり、本資料付録部に記載あり。



2.2 データ活⽤（可視化）事例

• オープンデータとして公開されている動的・静的デー
タのみを使⽤してダッシュボードを作成

• シンプルなダッシュボードの例
• OpenWetherMap

• ふっけい安⼼メール

• 福井ふるさと百景

• 福岡市ダム⽔位

• 地理的検索結果の可視化

• シナリオに基づいたダッシュボードの例
• 観光満⾜度の向上、パークアンドライド

• 保育園における健康保全

• 通学路の安全確保
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2.2 データ活⽤（可視化）事例 - ふっけい安⼼メール

• 事件や地域安全情報の可視化、発⽣⽇、管轄別の状況
をグラフ化

17多数の事例あり、本資料付録部に記載あり。



2.3.1 規約 - 利⽤範囲、取引条件・期間について

データ流通をトラブルなく実施できるように、実証実験規約案を作成
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規約

• データ提供時
• 無償提供︓

• データは無償で提供し、データ利⽤者に対して⾦銭・その他のものでの代償を求めないこと。
• 品質保証︓

• データは正確なものになるよう努めること。意図的に虚偽のデータを登録・提供してはならない。
• 公開範囲︓

• 登録されたデータは実験参加者に対して公開される。⾃⼰・他者を問わず機密データを登録・提供してはならない。
• 所有権︓

• ⾃⾝が⽣成した（あるいは所有権を有する）データのみ、登録して良い。他者が権利を持つデータを登録してはならない。
• 登録したデータの所有権は依然として登録者に帰属する。

• 法令遵守︓
• データ内容の、個⼈情報、プライバシー、肖像権等の法令違反のないようにすること。

• データ利⽤時
• 無償利⽤︓

• 登録されたデータは無償で利⽤できる。データ提供者に対して本実証実験を通じて対価を払う必要はない。
• 品質保証︓

• 登録されるデータが永続的に存在する、あるいはその内容が必ずしも正確とは限らない。その点を了承の上、⾃⼰の責任で利⽤し、データの消滅やその正確性に起因する問題・損害が発⽣したと
しても、その責任・補償を基盤サービス提供者、データ登録・提供者に求めないこと。

• データ再利⽤︓
• 取得したデータをそのままの形で保存、あるいは本実証実験外で再利⽤（有償・無償いずれにおいても）することを禁ずる。

• データ再登録︓
• 取得したデータをもとに新たなデータを⽣成した際は、それを本実証実験基盤に（別のデータとして）登録することを推奨する。

• 基盤サービス・システム利⽤に関して
• 無保証︓

• 運営者は安定運⽤に努めるが、本実証実験の基盤サービス・システムはやむを得ない事情により停⽌、あるいは登録されたデータは消去される可能性がある。そのことを許諾すること。
• 免責︓

• 本実証実験に参加しデータを登録・あるいは利⽤することで発⽣した問題・損害について、参加者は、運営者、他の参加者に対して責任・補償を求めないものとする。
• 基盤利⽤データ︓

• 本基盤の利⽤に伴い発⽣する利⽤データ（運⽤ログ等）は、運営者に帰属するものとする。またそれら利⽤データは参加者の情報をわからない状態にした上で外部に公開する可能性がある。その
ことを許諾すること。

• 成果︓
• 本実証実験により得られた成果、また参加者からの成果報告書に記載され提出された成果は、参加者の情報をわからない状態にした上で外部に公開する可能性がある。そのことを許諾すること。

• 規約の変更︓
• 実証実験の進捗に伴い規約を変更する可能性がある。変更された規約に許諾を求められた際には従うこと。許諾できない場合には実証実験への参加を取りやめること。



2.3.2 規約 - 規約の説明１ （データ提供パート１）

• 無償提供: 
• 参加者はデータを無償で登録し、運営者および当該データ利⽤者に対して⾦銭・ その他のものでの対価を求め

ないこと。

• 提供範囲:
• 登録されたデータは他の全ての参加者に対して公開される。また、本実証実験により得られた成果および実証実

験システム利⽤データ等は、運営者が、どの参加者の情報かをわからない状態にした上で⼀般向けに公開する可
能性がある。

• 提供禁⽌事項: 
• ⾃⼰・他者のものであることを問わず機密データ(公開・開⽰が禁⽌された、契約において秘密保持義務を負っ

ているもの、不正競争防⽌法上の営業秘密に該当するもの)、および不正の⼿段等により⼊⼿したデータ等を登
録してはならない。

• ⾃⾝が⽣成しまたは許諾を得て、⾃由に対価の⽀払いがなく利⽤・処分(第三者への再配布および⼆次利⽤の許
諾を含む)する権利を持つデータのみ登録して良い。

• 参加者は登録するデータが正確なものになるよう努めること。意図的に虚偽のデータを登録してはならない。
• 登録したデータについて、権利を有する他者との間で紛争が⽣じた場合、当該データの登録者は、⾃⼰の費⽤と

負担でこれを解決する。
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無償 公開

自分が権利を持つデータだけ

正確性（努力義務）

再配布も可（CCの場合、ルールに従うこと）



2.3.2 規約 - 規約の説明２ （データ提供パート２）

• 知的財産権等: 
• データを登録することにより、登録したデータの知的財産権(所有権)等が移転するものではな
い。参加者は⾃ら登録したデータについて、その権限または許諾に基づいて、本実証実験外で⾃
ら第三者に利⽤を許諾することができる。

• 登録したデータに関する権限を第三者に譲渡する場合、運営者および他の利⽤者が本実証実験シ
ステムから取得した当該データの利⽤が妨げられないようにしなければならない。

• 参加者は⾃ら登録したデータについて、本実証実験システムから消去することができる。ただ
し、登録したデータを本実証実験システムから消去した場合であっても、運営者および他の利⽤
者が本実証実験システムから取得した当該データの利⽤を妨げることはできない。

• 法令遵守:
• データ内容およびその登録に、個⼈情報、プライバシー、肖像権等⼀切の法令違反のないように

すること。
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データの権利は移らない

消すことが出来る

すでに利用されたデータは消せない



2.3.2 規約 - 規約の説明３ （データ利⽤パート）

• 利⽤範囲:
• 本実証実験においては、事前に運営者により承認された参加者が、本実証実験システムに対してデータ登録し、

また本実証実験システムを通じて、登録されたデータを取得し利⽤することができる。

• データ再利⽤:
• 本実証実験システムから取得したデータを本実証実験外で(実証実験システムを利⽤せずに)再利⽤(有償・無償

いずれにおいても)することを禁ずる。

• 無償利⽤:
• 登録されたデータは無償で利⽤できる。運営者、データ登録者に対して本実証実験を通じて対価を払う必要はな

い。

• 品質保証: 
• 登録されるデータが永続的に存在する、あるいはその内容が必ずしも正確とは限らない。その点を了承の上、⾃

⼰の責任で利⽤し、データの消滅やその正確性に起因する問題・損害が発⽣したとしても、その責任・補償を運
営者、データ登録者に求めないこと。

• データ再登録: 
• 取得したデータをもとに新たなデータを⽣成した際は、特段の事由がない限りそれを本実証実験システムに(別

のデータとして)登録することを推奨する。
• 新たな⽣成データの知的財産権(所有権)等は、そのデータを⽣成した参加者に帰属する。
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勝手な二次利用（流用）禁止

新たなデータを作ったら再登録（努力義務）



2.3.2 規約 - 規約の説明４ （終了時）

• データの消去: 
• 参加者が実証実験への参加を終了する際には、その参加者の責任において登録した

データを消去してよい。(参加者がデータの残置を希望する場合は消去しなくてよ
い。)ただし、登録したデータを本実証実験システムから消去した場合であっても、
運営者および他の利⽤者が本実証実験システムから取得した当該データの利⽤を妨げ
ることはできない。

• 実証実験終了時には、運営者が全ての登録データを消去する。
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すでに利用されたデータは消せない

登録したデータは自動では消えない



2.3.2 規約 - 規約の説明５ （システム利⽤、その他）

• 禁⽌事項:
• 実証実験システムの安定運⽤を損なうような⾏為は禁⽌する。悪質な⾏為に対しては、実証実験への参加を断る場合がある。

• 無保証: 
• 本実証実験の運営者は実証実験システムの安定運⽤に努めるが、やむを得ない事情により停⽌、提供終了、あるいは登録されたデー

タは消去される可能性がある。そのことを承諾すること。

• 免責: 
• 本実証実験に参加しデータを登録、あるいは利⽤することで発⽣した問題・損害について、参加者は、運営者・他の参加者に対して

責任・補償を求めないものとする。ただし、相⼿⽅の故意・重過失によって損害を被った場合は、除くものとする。

• 実証実験システム利⽤データ:
• 本実証実験システムの利⽤に伴い発⽣する利⽤データ(運⽤ログ等)は、運営者に帰属するものとする。またそれら利⽤データは、運

営者が、どの参加者の情報かをわからない状態にした上で⼀般向けに公開する可能性がある。そのことを承諾すること。

• 成果: 
• 本実証実験により得られた成果、また参加者からの成果報告書に記載され提出された成果は、運営者が、どの参加者の情報かをわか

らない状態にした上で⼀般向けに公開する可能性がある。そのことを承諾すること。
• 参加者は、本実証実験での活動(データの登録、データの利⽤)を通じて得られた⾃⾝の成果を⾃由に公開してよい。

• 規約の変更: 
• 実証実験の進捗に伴い規約を変更する可能性がある。参加者は、運営者から変更された規約について、⼀定期間内に承諾の是⾮を回

答するよう求められた際には、遅延なく回答するものとし、承諾できない場合には実証実験への参加を取りやめることができるもの
とする。
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運用ログ・成果は将来公開される

規約更新、再承諾の可能性がある



2.4 登録データ - 13都府県43都市381種の⾃治体オープンデータ
• 東京都(2)

• 渋⾕区(9), 品川区(1). 港区(3), 千代⽥区(3), 新宿区(3)

• 神奈川県
• 川崎市(3), 横浜市(3)

• 富⼭県(1)
• 富⼭市(26)

• 兵庫県(17)
• 明⽯市(5), ⾚穂市(9), 芦屋市(10), 尼崎市(5), 加古川市(30), 川⻄市(11), 神⼾市(3), 三⽥市(11), ⾼砂市(15), 宝塚市(6), たつの市(15), 豊岡市(6), ⻄宮市

(19), 姫路市(16)

• ⼤阪府(5)
• 豊中市(2), 池⽥市(4), 堺市(3)

• 奈良県(1)
• 奈良市(2), 五條市(3), 御所市(8), ⽣駒市(3), 橿原市(7), 葛城市(2), 天理市(2), 宇陀市(2), ⼤和郡⼭市(11), ⼤和⾼⽥市(2)

• 滋賀県

• 甲賀市(8)

• 和歌⼭県

• 和歌⼭市(13)

• 岡⼭県

• 岡⼭市(7)

• 島根県

• 益⽥市(4)

• ⻑崎県
• ⻑崎市(3)

• ⿅児島県

• ⿅児島市(19)、霧島市(4)

• 沖縄県

• 全域(34)
24



2.5.1 年度別実績

実証実験の年別の参加者数を⽰す。

25

システム利⽤状況（2018年3⽉〜19年5⽉）
• APIアクセス数

• 2296
• ポータルアクセス数

• 6579
• フォーラム（掲⽰板サイト）アクセス数

• 1802
• データ公開サイトアクセス数

• 1428

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 合計

参加申請件数 9 5 13 47 74

※2018年度に限り、2018年3⽉の実績（３件）も含む。

（初年度に限り、参加申請件数の他にシステムへのアクセス数等も取得した。それらも⽰す。）

参加状況（2018年度）
• 参加申請件数

• 9件（個⼈、団体）
• アプリケーション登録数

• 3件
• 問い合わせ数

• １件



2.5.2 年度別実績⼀覧（2018年〜2019年）
• 2018年度（2018年3⽉〜2019年3⽉）

• データ提供者、データ利⽤者への働きかけ（実証実験への参加の勧誘）を実施。
• 特に⺠間企業からのデータの提供について重点的に勧誘実施した。
• ISIT（九州先端科学技術研究所）/BODIK（BigData & OpenData Initiative in Kyushu）に対し当実証実験へ

の参加勧誘を依頼。
• 【イベント開催】「NEC×さくらインターネット共催説明会」（実証実験説明会イベントとして）開催（福岡）
（18年3⽉）

• https://sakura-kyushu.doorkeeper.jp/events/70912
• 【イベント開催】 「キャナルシティ博多データ活⽤アイデアソン」（本実証実験の関連イベントとして）開催
（19年1⽉）

• https://sakura-kyushu.doorkeeper.jp/events/83455

• 2019年度（2019年4⽉〜2020年3⽉）
• データ活⽤（利⽤）の裾野（⺟数）を拡⼤する⽅針で活動。
• 【イベント開催】東京・⼤阪・福岡でデータ活⽤ハンズオンイベント開催（９⽉）

• https://sakura.doorkeeper.jp/events/95487
• https://sakura-kanto.doorkeeper.jp/events/95489
• https://sakura-kyushu.doorkeeper.jp/events/95171

• 【イベント登壇】官⺠データ活⽤共通プラットフォーム協議会（DPC） 事例研究会での講演実施（９⽉）
• https://dpc-

japan.org/2019/08/07/2019%e5%b9%b49%e6%9c%8812%e6%97%a5%ef%bc%88%e6%9c%a8%ef%bc%89
%e7%ac%ac4%e5%9b%9e%e4%ba%8b%e4%be%8b%e7%a0%94%e7%a9%b6%e4%bc%9a%e3%82%92%
e9%96%8b%e5%82%ac%e3%81%97%e3%81%be%e3%81%99/

• データ活⽤の事例の⼀つとして、FGN（Fukuoka Growth Next）でのデータ取得と公開・活⽤を開始（10⽉）
• 京都スマートシティエキスポ2019のFIWARE Foundationブースにて当実証実験を紹介（10⽉）

• https://www.fiware.org/event/kyoto-smart-city-expo-2019/ 26

https://sakura-kyushu.doorkeeper.jp/events/70912
https://sakura-kyushu.doorkeeper.jp/events/83455
https://sakura.doorkeeper.jp/events/95487
https://sakura-kanto.doorkeeper.jp/events/95489
https://sakura-kyushu.doorkeeper.jp/events/95171
https://dpc-japan.org/2019/08/07/2019%e5%b9%b49%e6%9c%8812%e6%97%a5%ef%bc%88%e6%9c%a8%ef%bc%89%e7%ac%ac4%e5%9b%9e%e4%ba%8b%e4%be%8b%e7%a0%94%e7%a9%b6%e4%bc%9a%e3%82%92%e9%96%8b%e5%82%ac%e3%81%97%e3%81%be%e3%81%99/
https://www.fiware.org/event/kyoto-smart-city-expo-2019/


2.5.2 年度別実績⼀覧（2020年〜2021年）
• 2020年度（2020年4⽉〜2021年3⽉）

• 昨年度から引き続き、データ活⽤（利⽤）の裾野を拡⼤する⽅針を継続。
• （複数の⾃治体関係者や⺠間企業等から問い合わせあり）
• 新型コロナショックのため活動に⼤幅制限あり。
• 【イベント開催】 「FIWAREから考える都市OSハンズオン︕」（Wirecloudハンズオン）（６⽉）

• NEC、Code for KOBE、Code for Japan共催のイベント
• https://jpn.nec.com/fch/kansai/seminar/20200627.html

• FGNにてCO2センサを増備、データ公開開始（9⽉）
• 【メディア紹介】さくらのナレッジに紹介記事掲載「IoTで三密を回避︕ Fukuoka Growth Next IoTセンサープ
ロジェクト & 三密回避ソリューション実証実験」（21年1⽉）

• https://knowledge.sakura.ad.jp/26995/

• 2021年度（2021年4⽉〜2022年2⽉）
• 裾野を拡⼤する⽅針を継続。
• （⾃治体関係者、企業からの実証実験参加は増加傾向）
• 外部の講演会等での講演を実施、SNS等での拡散を実施。

• 【イベント登壇】オープンソースカンファレンス2021 Hiroshima (オンライン)「誰でもできるスマートシティ向けOSS︓
FIWAREのはじめかた」（9⽉）

• https://event.ospn.jp/osc2021-online-hiroshima/session/429475

• 【イベント開催】さくらの⼣べ「さくらの⼣べオンライン DXとデータ流通ナイト」(10⽉)
• https://sakura-tokyo.connpass.com/event/224784/

• 【イベント登壇】関⻄オープンフォーラム2021「いい街作ろう︕誰でもできるスマートシティ向けOSS「FIWARE」のはじめ
かた」（11⽉）

• https://www.k-of.jp/2021/stage/fiware/

• 【イベント登壇】 Node-RED User Group Japan UG Enterprise「企業でのNode-RED事例紹介第2回」「スマートシティ基
盤FIWAREをNode-REDで使う」（22年2⽉）

• https://node-red.connpass.com/event/234084/
27

https://jpn.nec.com/fch/kansai/seminar/20200627.html
https://knowledge.sakura.ad.jp/26995/
https://event.ospn.jp/osc2021-online-hiroshima/session/429475
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https://www.k-of.jp/2021/stage/fiware/
https://node-red.connpass.com/event/234084/


2.5.3 2018年度実績 - 個別の実施施策について

初年度（2018年度）は、データ流通の各ステークホルダーに対して、以下のような個別の勧誘試作を実
施した

対データ提供者
• データの収集（個別アプローチ）

• 企業保有データ︓福岡地所（キャナルシティ博多）様へのデータ提供依頼
• 個⼈・⼩⼝事業者保有データ︓FGNでの呼びかけ、さくら⾃社データの登録

• データ登録の呼びかけ（全体向けアプローチ）
• ホームページ開設
• イベント実施︓説明会イベント開催、さくらイベントでの説明

対データ利⽤者（開発者）
• データ利⽤者・開発者の呼び込み

• イベント開催︓キャナルデータアイデアソン開催
• 各メディア（チャネル）︓Facebookグループ、ISIT/BODIKを通じての呼びかけ

• コミュニティ醸成
• Forum開設、サクラ（リーダーとして振る舞う⼈）の⽤意
• Forumへの技術情報の提供 (APIの使い⽅等)
• アプリのテストデータとして、福岡のオープンデータ20件をFIWARE NGSI形式で公開

対データ流通基盤
• 基盤の改善（より使いやすく）

• 機能の追加
• 簡単に使えるようにシステム・⼿続き改善
• ドキュメント等の整備
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• さくら側で主に実施した施策
• NEC側で主に実施した施策



2.5.3 2018年度実績 - 実施施策とその効果

• 対データ提供者向けとして、個別アプローチ（企業）を重視して活動した。
• 対データ利⽤者向けとして、イベント開催を軸にアプローチした。開催できたイベント⾃体が

少なく、エコシステムが盛んになるようにはならなかった。

29

対象 分類 施策 結果 （エコシステム強化に
対する）効果・成果 左記の要因

対データ
提供者

個別アプローチ
（企業）

福岡地所様へのデータ提供
依頼

継続中。2018年度は
データ提供を可とす
るための諸課題の対
応に時間を要した。

アイデアソンへの応募
状況等から、価値の⾼
いデータを集めれば、
集客効果は期待できる。

データ提供に関し
て、コスト、リス
クを上回るメリッ
トが不明確。

個別アプローチ
（個⼈・⼩⼝）

FGNでの呼びかけ 依頼継続中。 未知数。 時間・⼯数・メ
リット不⾜。

⾃社データ登録 事務所設置センサ
データ登録。

ほぼ影響⼒を発揮でき
ていない。

データの魅⼒不⾜。

呼びかけ
（ホームページ） ホームページ開設 「公式」としての役

割は果たした。
検索対策などで⼀定の
意味はある。

更新ネタ不⾜。

呼びかけ
（イベント）

説明会イベント実施、さく
らイベントでの説明

20名程度の参加者。
反応は良かった。

⼀部はデータ提供まで
⾏ってくれるかもしれ
ない。

数を打って⺟数を
広げる必要あり。

対データ
利⽤者

呼び込み
（イベント） キャナルアイデアソン開催 24名の参加者。反応

は良かった。
今後に繋げられれば効
果は出そう。

呼び込み
（メディア）

Facebookグループ、
ISIT/BODIKチャネルでの
呼びかけ

イベントへの申込み
多数（期間内に38
名）。

データに興味がある層
へのリーチ⼒はある。

コミュニティ醸成
Forum開設、リーダー準備。
Forumで技術情報の提供。
オープンデータ20件公開。

コミュニティ活性化
ならず。

影響⼒を発揮できず。 コミュニティ加⼊
⼈数不⾜。まずは
認知向上が先決。



2.5.4 2018年度実績 - イベント開催実績
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https://sakura-kyushu.doorkeeper.jp/events/70912 https://sakura-kyushu.doorkeeper.jp/events/83455
NEC×さくらインターネット共催説明会 キャナルシティ博多データ活⽤アイデアソン

https://sakura-kyushu.doorkeeper.jp/events/70912
https://sakura-kyushu.doorkeeper.jp/events/83455


2.5.5 2019年度実績 - イベント開催実績 / メディア掲載実績

https://sakura.doorkeeper.jp/events/95487
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https://ascii.jp/elem/000/001/908/1908421/
データ活⽤ハンズオンイベント ハンズオンイベント紹介のメディア記事

https://sakura.doorkeeper.jp/events/95487
https://ascii.jp/elem/000/001/908/1908421/


2.5.6 2020年度実績 - イベント開催実績 / メディア掲載実績

https://jpn.nec.com/fch/kansai/seminar/20200627.html

32

https://knowledge.sakura.ad.jp/26995/

FIWAREから考える都市OSハンズオン︕ IoTで三密を回避︕ Fukuoka Growth Next IoTセンサー
プロジェクト & 三密回避ソリューション実証実験

https://jpn.nec.com/fch/kansai/seminar/20200627.html
https://knowledge.sakura.ad.jp/26995/


2.5.7 2021年度実績 - イベント開催実績
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https://sakura-tokyo.connpass.com/event/224784/ https://event.ospn.jp/osc2021-online-hiroshima/session/429475

さくらの⼣べオンライン DXとデータ流通ナイト オープンソースカンファレンス2021 Hiroshima 「誰でも
できるスマートシティ向けOSS︓FIWAREのはじめかた」

https://sakura-tokyo.connpass.com/event/224784/
https://event.ospn.jp/osc2021-online-hiroshima/session/429475


2.5.7 2021年度実績 - イベント開催実績
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https://www.k-of.jp/2021/stage/fiware/
https://node-red.connpass.com/event/234084/

スマートシティ基盤FIWAREをNode-REDで使ういい街作ろう︕誰でもできるスマートシティ向け
OSS「FIWARE」のはじめかた

https://www.k-of.jp/2021/stage/fiware/
https://node-red.connpass.com/event/234084/


3.得られた知⾒等
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3.1 データエコノミーの現状

• 2022年3⽉時点で「データ流通」が広く実施される状況には達してい
ない。
• 本実証実験への参加者において、データの「流通」を実施したいとして参加

されるケースはなかった。
• 実証実験期間内に「データ流通推進協議会（DTA）」とも協⼒してデータ流

通のトライアル実施に挑戦したが、机上検討レベルを超えられなかった。
（データ提供予定者から、データ提供への了承が得られなかったこと等が要
因。）

• データ提供について、⺠間企業にはまだ忌避感が⼤きい。
• データの流出や不正利⽤などが⼼配
• コストを掛けてデータを提供しても得られるメリットが⾒いだせない

• データエコノミーを、1.データ利活⽤、2.連携（共有・交換）、3.流
通（市場）の3段階と捉えたとき、現状は1.データ利活⽤の段階にあ
る。
• データ利活⽤に対する関⼼は、年を追うごとに尻上がりに上がってきている。

（本資料2.2節、年度別実績の実証実験参加者数を参照）
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参考）FIWAREが考えるデータエコノミーの発展段階

利活⽤ → 連携（共有・交換）→ 流通（市場）
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図は許可を得て、以下の資料のP9を引⽤し、⼀部を改変しました。
都市を成⻑の原動⼒へ変⾰中 (Kyoto Smart City Expo, October 5th, 2018)
Ulrich Ahle CEO FIWARE Foundation
https://www.slideshare.net/FI-WARE/fiware-118272037

https://www.slideshare.net/FI-WARE/fiware-118272037


3.2 データエコノミー実現に際しての障壁

• データの流通（特に提供）に関する⺠間企業での忌避感について
• 2018年度に福岡の⼤⼿不動産事業者とデータ公開の協業について依頼・議
論を実施した。その時挙がった課題は以下であった。
• データを公開することでの安全性、炎上対策について慎重に判断したい
• データ公開のためのコスト（若⼲のシステム改修が必要）に対して、データを公開

することで得られるメリットが不明瞭（で決断できない）
• データを公開することで得られるメリットを定量的な形で把握できない。

• →法制度や（実証実験の）規約など整備してあっても、⼼理的側⾯、実利
⾯の双⽅に障壁がある。

• 参考）内閣府による、⺠間のデータ流通に関する分析レポート
• 「⺠間保有データの利活⽤を促進するためのデータ取扱いルールの検討状
況」
• https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/dgov/data_strategy_tf/dai5/siryou2.p

df
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https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/dgov/data_strategy_tf/dai5/siryou2.pdf


3.3 データエコノミーのトレンド

• 現状は、 1.データ利活⽤、2.連携（共有・交換）、3.流通（市
場）のうちの、1.データ利活⽤の状況にある。

• 実証実験参加者数は2021年度に⼊ってから急速に増加
• 講演依頼等の引き合いも増加
• （本実証実験の）ダッシュボードの例のようなデータ活⽤（＝情報公

開）をしてみたい、という意向

• 実証実験参加者の種別（所属元）は、⾃治体関係者、またはメーカー・
ベンダー系が多い模様。
• ⾃治体関係者はデータ公開の当事者として、メーカー・ベンダー系は今後の案件

開発に向けて事前調査等をしたい、という意向。

• ニーズは⽴ち上がりつつあるが、現状、⼿軽・気軽に試せるツールや環
境が少なく、間⼝を広くしていた当実証実験環境への関⼼は⾼くなった。
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3.4 データ公開とそのシステム構築のためのノウハウの蓄積

• 当実証実験では、データ利活⽤を広めるための、ツールやノウハウの
整備を以下のように推進してきた。

• FIWAREと、それによるデータ流通基盤構築に関する知⾒
• 解説ドキュメント
• ハンズオン
• サンプルとなるアプリケーション (wirecloudダッシュボード)
• 解説動画
• 紹介記事

• センサ端末等からのデータ送信と基盤への蓄積に関する知⾒
• ⼩型端末・センサー等を使ったデータ取得・送信のサンプルコード

• https://github.com/sakura-internet/fiware-ngsi
• データの⽇常的な利⽤に関する知⾒

• データチェックとSlack通知のサンプルコード
• https://github.com/sakura-internet/fiware-ngsi

• これらのコンテンツが、今後も、データ流通を広めていくために重要
なものになっていくことが想定・期待される。
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https://github.com/sakura-internet/fiware-ngsi
https://github.com/sakura-internet/fiware-ngsi


4.まとめ
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4. NEC x さくら データ流通実証実験まとめ

• さくら、NECで、FIWARE基盤を使⽤したデータ流通実証実験を実施した。
（2018年3⽉〜2022年2⽉、4年間）

• FIWAREによるデータ流通基盤を構築し、実証実験参加者（登録無料）に提供
した。

• 実証実験参加者は、延べ74名となった。
• 実験開始初期は低調であったが、尻上がりに参加者を増やしていった傾向と
なった。

• ⾃治体データ等を実証実験基盤に登録し、サンプルアプリ、コード等も提供。
データ利活⽤にトライする裾野を広くする活動を実施した。

• データ流通（市場でのやりとり）はデータエコノミーの最終段階であり、本実
証実験期間内にその実践にトライしたものの、現状はそこに⾄る途上であると
いう状況認識が得られた。

• データ利活⽤のニーズが⽴ち上がりつつあるという認識は得られた。また、そ
こに向けて必要となるコンテンツを⽤意・提供できたことは有意義であった。
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4. まとめ（実証実験実施担当者の声）

• データの利活⽤が単⼀組織や単⼀SL内（つまり、サイロ）に閉じていれば、
IoTで使われる基盤SWで良く、FIWAREがその⽤途で特に優れているわけで
もありません。

• サイロを超えてデータ連携する場合に初めて、コンテキスト情報管理、意味
レベルの相互運⽤性（Semantics Inter-operability）が必要となり、共通の
データモデル、共通のAPIによるFIWAREの出番、価値が出てきます。

• しかしながら、この価値を具体的に実感してもらうまでのハードル（データ
の外部公開、標準データモデルを利⽤した公開、等）がまだまだ⾼く、サイ
ロ利⽤で済む／済ませてしまうケースも多く、データ公開や標準データモデ
ル利⽤の⽂化浸透がこれからの段階。この段階を超えて（⾶ばして）、次の
オープンなデータ流通（市場）が来ることはない。本実証実験は、いきなり
（⼀⾜⾶びに）最終段階を⽬指してしまったが、活動を進めることで本質的
課題の重要性をあらためて理解し、途中で軌道修正を図り、データ連携の⽂
化醸成のための情報発信（セミナー、ハンズオン）やツール整備を実施し、
本質的課題解決にチャレンジした。今後へ繋がる挑戦であった。
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4. まとめ（実証実験実施担当者の声）

• ⾃治体の多くは再利⽤可能なデータ形式としてCSVでデータを
公開していますが、実証環境は、API＋JSONで機械活⽤がより
やり易い形式でデータを公開しました。

• これは、データ流通の第⼀歩⽬として、とりくむべきことです。
• これにより、静的データだけでなく、動的データの提供やマー
ケットプレイスでの提供が可能なったり、データの検索（地理
的検索を含め）が容易になったりした結果、例に⽰すような
ダッシュボードの作成が可能になりました。
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(付録) 実証実験でのデータ活⽤例
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オリジナルの情報ダッシュボード

46



部品を接続するだけで迅速かつ適応的にダッシュボードを作成
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ダッシュボード例

• オープンデータとして公開されている動的・静的デー
タのみを使⽤してダッシュボードを作成

• シンプルなダッシュボードの例
• OpenWetherMap

• ふっけい安⼼メール

• 福井ふるさと百景

• 福岡市ダム⽔位

• 地理的検索結果の可視化

• シナリオに基づいたダッシュボードの例
• 観光満⾜度の向上、パークアンドライド

• 保育園における健康保全

• 通学路の安全確保
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OpenWetherMap

• 現在の天気、天気予報、気温、湿度、気圧の履歴
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OpenWetherMap (部品接続)
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ふっけい安⼼メール

• 事件や地域安全情報の可視化、発⽣⽇、管轄別の状況
をグラフ化

51



福井ふるさと百景
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福岡市ダム⽔位 (履歴情報)

• 福岡市に関連する８ダムの貯⽔量の履歴を表⽰。１時
間毎に更新
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複数データのマッシュアップ
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町大字境界見守りカメラ

×

地理的検索



地理的検索結果の可視化

• 校区内にあるカメラの位置を地理的検索をして地図上
に表⽰
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地理院 空中写真とマッシュアップ
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観光満⾜度の向上、パークアンドライド

• バスのリアルタイム位置、バス停からの観光地、時刻
表、天気等
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保育園における健康保全

• 保育園の情報とその周辺の⼤気情報、PM2.5注意情報
の適時情報を表⽰

58



通学路の安全分析 (地理院の空中写真)
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